
鳥取県立船上山少年自然の家 主催事業 
 

令和３年度「スキルアップセミナー②」実施報告書 
 

Ⅰ 事業の概要                  

１． 期 日  令和３年５月２９日（土） ※日帰り 

 

２． ねらい 

・船上山少年自然の家主催事業「ちっちゃい探検隊」に

ついての理解を深める。 

・グループでの準備や活動を通して、学生同士の親睦を

深める。 

 

３． 参加者数  島根大学９名、鳥取大学２名 

  

４． 日 程 

9:30 

１０：００ 

１０：３０ 

１２：００ 

１３：００ 

１６：００ 

１６：１５ 

受付開始 

出会いのつどい 

ちっちゃい探検隊①について 

昼食 

ピザづくり体験 

別れのつどい 

解散 

 

 

 

Ⅱ 実施状況 

スキルアップセミナー①に続き参加の学生９名に加え、今回

から参加の学生１名を迎えて、スキルアップセミナー②が始まっ

た。  

自己紹介では、前回の緊張感とは違う、和やかな雰囲気が

感じられた。 

最初の活動、ちっちゃい探検隊①の役割分担決めでは、４年

生の学生がまとめ役に立候補し、スムーズなスタートを切った。

今回欠席した学生も含めて、ちっちゃい探検隊①に参加する学

生ボランティア１３名の役割分担を無事に決めることができた。 

班付きボランティアの４名は、グルーガンを使ってのペンダント

作りを行った。子どもたちが安全に活動できるよう、注意点を確

認をしてから作業を行った。 

総務ボランティア６名は、欠席者の分もカバーしながら、まと

め役が中心となって、当日の動きの確認を行った。 



昼食後は、ちっちゃい探検隊①と同じ活動、ピザ作りを行っ

た。コロナ対策として、全部焼きあがってから一斉に食べる方法

を取った。ピザがおいしく出来上がって、満足そうな様子だった。 

総務は、欠席者１名とグーグルミートを使って、リモートでの練

習、セリフ合わせを３０分程度行った。リモートでも、一緒に練習

ができて、うれしそうだった。 

班付きは、子どもたちの安全を確保するためのポイントを確認

して、当日に備えた。 

別れのつどいでは、スキルアップセミナー①と同様に、一人一

人が感想を述べた。ちっちゃい探検隊①に向けて、がんばろうと

いう気持ちのこもった言葉が多くあり、気持ちが引き締まる雰囲

気で、スキルアップセミナー②を終えた。 

 
Ⅲ 総 括 
１． 参加者の感想（抜粋） 

・ 大学生になって、主催側になったのは初めてだったので、

準備の裏側を少しではあるが知ることができて、良い経

験になった。また、前回、仲を深めていたので、来てもよそ

よそしい空気がなく、楽しむことができて良かった。 

・ 今回は担当に分かれて準備や、子どもたちの身を守るた

めの安全確認をしました。どのような子が来るのか、わか

らないですが、まずはグルーガンや、外での安全面に気を

付けていきたいです。ピザづくりは楽しかったです。できた

てのピザもおいしかったです。 

・ いよいよ、次回の本番に向けて、役割決めやロールプレイ

に取り組みました。活動前の目標として、受け身にならず、

積極的に話し合いや活動に取り組みたい、という点があり

ました。自分としては、概ね達成できたと振り返っていま

す。１か月後の本番では、子どもたちが心から楽しいと思

ってもらえるよう、安全面や衛生面に留意しつつ、全力で

やり遂げたいです。 

 

２． 成 果 

・ 学生が主体的に活動することができ、ちっちゃい探検隊に

向けての準備が進んだ。 

・ 休みの学生が出ても、リモートで練習をすることができて

よかった。 

 

２． 課 題 

・ 学生の準備等の負担度に、差が生じた。 


